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かみさまは　せかいを　つくられる　まえに　わたしを


えらんで　さいこうの　さくひんに　してくださいました。


かみさまは　わたしに　いのりで　おくぎを　あじわう


ほうほうを　くださいました。


かみさまは　わたしを　とおして


でんどうの　おくぎを　あじわう　よろこびを　くださいました。


かみさまは　わたしを　とおして　


せかいふくいんか　されると　やくそく　されました。


























★「つなひき」の　せつめいどおりに　ともだちと　いっしょに


　つなひきを　してみましょう。





つなひき


１．２つの　チームに　わかれて　おたがいに　むきあいます。


２．つなの　まんなかに　はっきりと　みえる　ように　リボンを　むすんで


　　じめんに　おきます。


３．「スタート！」という　あいずと　ともに　いっせいに　じぶんの　がわに


　　つなを　ひっぱります。


４．「おわり！」という　あいずが　されるまで　つなを　じぶんの　がわに


　　より　おおく　ひっぱった　チームが　かちです。








ローマ16:25～27


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふくいん),福音)�とイエス・キリストの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんきょう),宣教)�によって、すなわち、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よよ),世々)�にわたって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),長)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あいだ),間)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かく),隠)�されていたが、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いま),今)�や�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あらわ),現)�されて、(25～26上)














�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�1:8


   しかし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいれい),聖霊)�があなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うえ),上)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のぞ),臨)�まれるとき、あなたがたは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちから),力)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜんど),全土)�、および�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),地)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),果)�てにまで、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうにん),証人)�となります。











そうぞうしゅの　かみさま！わたしたちが　みことばと　いのりで


ひとつになって　くらやみで　おおわれた　せかいを　ふくいんで


かえることが　できますように。イエス・キリストの　おなまえに　


よって　おいのりします。アーメン　








あいの　かみさま！　いちにちじゅう　かみさまの　いのって　


かみさまを　さんびする　すてきな　ひとに　なりたいです。　ちいさな


ことでも　かんしゃして　イエス･キリストを　つたえる　すてきな


ひとに　ならせて　ください。イエス・キリストの　おなまえに　よって　


おいのりします。アーメン　





ヨシュア6:15～21


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なのかめ),七日目)�になると、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あさ),朝)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はや),早)�く�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),夜)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),明)�けかかるころ、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おな),同)�じしかたで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まち),町)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ななど),七度)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まわ),回)�った。この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),日)�だけは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ななどまち),七度町)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まわ),回)�った。その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ななどめ),七度目)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さいし),祭司)�たちが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つのぶえ),角笛)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),吹)�いたとき、ヨシュアは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たみ),民)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。「ときの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こえ),声)�をあげなさい。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�がこの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まち),町)�をあなたがたに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あた),与)�えてくださったからだ。」(15～16)














そうぞうしゅの　かみさま！わたしが　じょうずに　することを　もっと


じょうずに　することが　できますように。わたしが　できないことに


ちょうせん　させてください。そして、かみさまの　いちばん　すてきな


さくひんに　なって　せかいふくいんかする　エリートに　なるように


しゅくふく　してください。イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　








すいようび











そうぞうしゅの　かみさま～　ダビデのように　わたしを　えらんで


くださって　ありがとうございます。まいにち、かみさまを　かんがえて　


かみさまを　さんびして、　かみさまの　いちばん　すてきな　


でんどうしゃに　なるように　きょうも　わたしを　せいれいで


みたしてください。イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　





すばらしい　かみさま！わたしの　だめな　ぶぶんも　すべて　しって


おられる　かみさま！わたしの　かんがえと　こころを　まもって


くださって、かみさまと　ひとの　まえに　ほめられる　レムナントに


ならせて　ください。 


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　








★ともだちや　かぞくの　かおを　でんしゃの　えに　かいて


　ともだちを　かぞくのために　いのりましょう。





どようび














あいの　かみさま！わたしが　なにをしても　いちばん　さいしょに


かみの　くにの　ために　いのって　かみさまの　みこころを　もとめる


レムナントに　ならせて　ください。きょうも　わたしが　いのって


さんびする　とき、　みつかい（てんし）を　おくって　くださって


ありがとうございます。　サタンを　しばってくださって　ありがとう


ございます。イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　





★せかいふくいんかする　わたしは　まいにち　なにを　すべきで


　しょうか。したの　ことばを　なぞって　かいて　よんで　みましょう








★かみさまの　こどもが　いのる　とき　どんな　ことが　おきている


のでしょう。　えを　なぞってから、きれいに　いろを　ぬりましょう。














★かみさまの　さいこうの　さくひんは　わたしじしんです。


　わたしに　ついて　おはなしして　かいてみましょう。

















かみさまは　まいにち　かみさまを　さんびして


いのる　ダビデを　よばれました。


ぜんせかいに　かみさまが　いきておられる　ことを


しらせる　ように　ダビデを　しゅくふくされました。


かみさまが　レムナント　ダビデを　えらばれた　ように


わたしを　えらんで　くださいました。


ダビデの　ように　イエス･キリストを　


あかし　しなさいと　わたしに　おおきな


ゆめを　くださいました。











Ⅰサムエル16:13


サムエルは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あぶら),油)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つの),角)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),取)�り、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょうだい),兄弟)�たちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ま),真)�ん�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なか),中)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あぶら),油)�をそそいだ。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れい),霊)�がその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),日)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いらい),以来)�、ダビデの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うえ),上)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はげ),激)�しく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くだ),下)�った。サムエルは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),立)�ち�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),上)�がってラマへ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かえ),帰)�った。








かようび





「だから、かみの　くにと　その　ぎとを　まず　だいいちに


もとめなさい。そうすれば、それに　くわえて、


これらのものは　すべて　あたえられます。（マタイ6:33）


アーメン！


この　みことばを　しんじて　いのって　


こたえられる　レムナントの　あゆみを　とおして


でんどうする　レムナントを　とおして


かみの　くにが　ひろ～く　ひろ～く　


ひろがっていくのです。











もくようび





★えに　いろを　ぬってみて　わたしは　えと　おなじ　こうどうを


　していないかを　かんがえて　みましょう。


　そして、　このような　とき　どのように　いのれば　よいのかを


　かんがえて　みましょう。








わたしは　できない　ことが　おおくて　ときには　わるい


ことも　する　ときも　あります。


それで　なやむ　ことも　あります。


「かみさまの　こども　なのに　わたしは　


なぜ、こうなのか」


かみさまに　きいて　みましょう。


かみさまは　かみさまの　こどもの　いのりに　かならず


こたえて　くださいます。


わたしを　あいして　くださっている　かみさまは


よろこんで　することが　できる　ほうほうを


おもい　うかばせて　くださいます。











きんようび





マルコ1:9～11


そして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てん),天)�から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こえ),声)�がした。「あなたは、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あい),愛)�する�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),子)�、わたしはあなたを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�ぶ。」








レムナントは　みことばを　にぎって　いのって　


いちにちを　はじめます。


レムナントは　かみさまを　さんびして


いちにちを　はじめます。


レムナントは　かみさまの　みことばの　ように


パパと　ママの　いうことを　よく　ききます。


レムナントは　うれしい　こころで　ともだちと　


なかよく　しながら　でんどうします。


レムナントは　とても　ちいさな　ことでも


かんしゃして　しあわせです。　





　　








つなひきを　してみたことは　ありますか。


わたしと　ともだちが　ひとつになって　ちからを　


あわせれば　かつことが　できます。


もし、わたしが　つなを　はなして　きゅうけいだけ


していたら　わたしたちの　チームは　まけるでしょう。


わたしと　ともだちと　ママと　パパの　みんなが　ちからを　


あわせて　かたなければ　ならない　てきが　います。


サタンです。


うそつきの　サタンは　イエス･キリストの　おなまえで


しっかりと　ひとつになって　わたしたちに


かつことは　できません。




















マタイ7:7～11


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もと),求)�めなさい。そうすれば�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あた),与)�えられます。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さが),捜)�しなさい。そうすれば�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)�つかります。たたきなさい。そうすれば�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひら),開)�かれます。だれであれ、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もと),求)�める�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�け、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さが),捜)�す�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)�つけ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だ),出)�し、たたく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�には�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひら),開)�かれます。 (7～8)











げつようび






































